鶴ヶ島市からのお知らせ
川越新聞記者会の皆さんよろしくお願いします
タイトル
住民基本台帳異動予約依頼票の紛失について
日時
令和３年１０月６日（水）午前１０時２０分ごろ
場所
鶴ヶ島市内
関係者
総務部市民課職員【主査（５０代）、主事補（２０代）】
本文
市民課住民記録担当２名が、居住実態の確認を行う目的で訪問調査に出かけた際に、「住民記録台帳異動予約依頼票」１人分を紛失してしまいました。

「住民記録台帳異動予約依頼票」には「氏名」、「住所」「生年月日」、「世帯主氏名」等が記載されています。なお、紛失場所は、特定できていません。

１０月７日（木）本事案について、西入間警察署に遺失届けを提出しました。
影響
紛失した該当者のご家族には、連絡のうえ、謝罪をし、了解を得ています。（ご本人は、認知症の症状があり、介護施設に入所しています。）

今回の件は、市民の皆様に対する信頼を失墜させるものであります。今回の件を重く受け止め、再発防止に努め、市民の皆様の信頼回復に向けて取り組んでまいります。

担当部署名　総務部市民課　担当者　課長　須澤　正人
連絡先
電話　０４９－２７１－１１１１（内線１４０）
ファクシミリ　０４９－２７１－１１９０

電子メール　10300050@city.tsurugashima.lg.jp
住民基本台帳異動予約依頼票の紛失にかかる問題点及び再発防止策

令和３年１０月６日

１　問題点

（１）
クリアファイル１枚に実態調査資料３件分を挟んで現地調査を行った。

（２）市役所を出発するとき、資料がクリアファイルに入れたかどうかの事前確認を怠ってしまった。

（３）個人情報を取り扱うという意識が低い。今回実態調査を行う人以外の情報（調査対象者一覧表）も実態調査の現場確認に持って行った。

２　再発防止策

（１）実態調査の資料を持参して調査を行う際には、穴あけ綴じ込み式のバインダーに入れ、落としてもすぐにバラバラ、紛失の原因とならないようにする。また、バックを活用するなど、二重の紛失対策を行う。

（２）出発する前に訪問経路の最終確認と資料確認を担当者２人と主幹の３人で行なう。

（３）当日の調査対象者以外の情報は持ち出さない。調査を１件終了するごと

に次に訪問する資料確認を２人で行う。

※　全庁職員に対し、改めて、個人情報管理の徹底を指示しました。
